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よくご存じのように、英語などで使われる
アルファベットは26種類（大文字･小文字を
区別しても52種類）、中東で使われるアラビ
ア文字は基本的に28種類、ロシア語などで
使われるキリル文字も33種類。つまり、世
界の言語を書くのに使われる文字は、どれも
だいたい50種類以下。それなのに、漢字は
常用漢字でさえ2136種！ 何ででしょう？
答えは簡単で、他の文字が音を表す表音文

字なのに対して、漢字は表意文字（表語文字）
だからである。一字ごとに固有の意味がある
ということは、それぞれの漢字は特定の意味
を表すために作られたということになる。地
表で水が流れている細長いくぼみを表すため
に「川」という漢字が作られ、動物や植物の
外側をおおっている部分を表すために「皮」

という漢字が作られた。音を表すひらがなで
書けば両方とも「かわ」であるが、それぞれ
に漢字があることになる。
三千年の歴史をもつ漢字はこうして数を増

やしていったわけだが、漢字が新たに作られ
たのは何も古代だけのことではない。例えば、
スウェーデンの化学者ベルセリウスが1814
年に考案して体系化された元素記号は、それ
が中国に伝わった時、中国ではその元素を表
す漢字が（「鉄」や「銅」などわずかな例外
を除いて）新しく作られた。だから、同じ漢
字を使っているからと言って、日本人が「水
素」とか「酸素」とか言っても通じない。（「水
素」「酸素」などは和製漢語。）しかも、これ
らの漢字は単に元素記号を表すだけに使われ
るのだそうだ。なかなか大変そうである。




